
当社のPCD工具です（0.7φ/0.05CR)

超硬合金への直彫り加工です

加工内容の詳細

形状： 燃料電池のセパレーター金型

加工機： 微細精密加工機 ｉＱ300
【 牧野フライス製作所】

使用工具： ＰＣＤマイクロツール
0.7φ 0.05ＣＲ 六角柱
【三井刻印】

被削材： 超硬合金（超微粒子）
【本山合金製作所 ＦＸ30 】

ワークサイズ： 100×100×15（ｍｍ）

【以下,本文より一部抜粋】
形状の荒加工は形彫り放電加工とし、
仕上げ加工を0.7φＰＣＤ工具による
切削加工とした。
ＰＣＤとは多結晶ダイヤモンド焼結体
のことで、硬度が高く摩耗が非常に
少ない。使用工具は0.7φ0.05ＣＲ
のＰＣＤマイクロツールで工具形状は
六角柱・先端部Ｖ溝逃がしである。
加工結果としては10時間の仕上げ
加工で、深さ精度±1㎛を達成した。
工具の摩耗が極めて少なかった事と
機械の高精度が好結果をもたらした。

ＰＣＤとは
Ｐｏｌｙ Ｃｒｙｓｔａｌｌｉｎｅ Ｄｉａｍｏｎｄの事

協力
テスト加工： ㈱牧野フライス製作所
材料提供： ㈱本山合金製作所
工具提供： (有)三井刻印

当社ＰＣＤ工具での加工事例が掲載されました （協力： ㈱牧野フライス製作所様）


